
ｄ ｆ 軌道 の 形ｓ，ｐ，ｄ，ｆ 軌道 の 形

福田豊・海崎純男・北川進・伊藤翼編『詳説 無機化学』1996，講談社サイエンティフィク，p.8．



ｓ ｐ ｄ ｆ 軌道ｓ，ｐ，ｄ，ｆ 軌道

5

福田豊・海崎純男・北川進・伊藤翼編『詳説 無機化学』1996，講談社サイエンティフィク，p.15．



電子殻 と 原子軌道電子殻 と 原子軌道

電子殻 ｎ 原子軌道

Ｋ殻 １ １Ｋ殻 １

Ｌ殻 ２

１ｓ

２ｓ ２ｐ

Ｍ殻 ３ ３ｓ ３ｐ ３ｄ

Ｎ殻 ４

Ｏ殻 ５

４ｓ

５

４ｐ

５

４ｄ

５ｄ

４ｆ

５ｆ ５Ｏ殻 ５

Ｐ殻 ６

５ｓ

６ｓ

５ｐ

６ｐ

５ｄ

６ｄ

５ｆ ５ｇ

６ｆ ６ｇ ６ｈ

Ｑ殻 ７ ７ｓ ７ｐ ７ｄ ７ｆ ７ｇ ７ｈ ７ｉ



軌道 の 最大収容電子数軌道 の 最大収容電子数

軌道の種類 方位量子数 軌道の数 最大収容電子数軌道の種類 方位量子数 軌道の数 最大収容電子数

ｌ ２ｌ＋１ ２（２ｌ＋１）

ｓ ０ １ ２

ｐ １ ３ ６

ｄ ２ ５ １０

ｆ ３ ７ １４

ｇ ４ ９ １８ｇ

ｈ ５ １１ ２２

ｉ ６ １３ ２６ｉ ６ １３ ２６



電子殻 の 最大収容電子数電子殻 の 最大収容電子数

電子殻 主量子数 軌道 最大収容電子数

ｎ ２ｎ２

Ｋ １ ｓ ２＝２・１２

Ｌ ２ ｓ，ｐ ２＋６＝８＝ ２・２２

Ｍ ３ ｓ，ｐ，ｄ ２＋６＋１０＝１８＝ ２・３２

Ｎ ４ ｓ，ｐ，ｄ，ｆ ２＋６＋１０＋１４＝３２＝ ２・４２ｐ

Ｏ ５ ｓ，ｐ，ｄ，ｆ，ｇ ２＋６＋１０＋１４＋１８＝５０＝ ２・５２

Ｐ ６ ｓ ｐ ｄ ｆ ｇ ｈ ２＋６＋１０＋１４＋１８＋２２＝７２＝ ２・６２Ｐ ６ ｓ，ｐ，ｄ，ｆ，ｇ，ｈ ２＋６＋１０＋１４＋１８＋２２ ７２ ２ ６

Ｑ ７ ｓ，ｐ，ｄ，ｆ，ｇ，ｈ，ｉ ２＋６＋１０＋１４＋１８＋２２＋２６＝９８＝ ２・７２



原子軌道への電子の詰まり方原子軌道への電子の詰まり方

19 Ｋ １ｓ２２ｓ２２ｐ６３ｓ２３ｐ６４ｓ1
ｎ

１ １１

２

１ｓ

２ｓ ２ｐ

３ ３ｓ ３ｐ ３ｄ

４

５

４ｓ

５

４ｐ

５

４ｄ

５ｄ

４ｆ

５ｆ ５５

６

５ｓ

６ｓ

５ｐ

６ｐ

５ｄ

６ｄ

５ｆ ５ｇ

６ｆ ６ｇ ６ｈ

７ ７ｓ ７ｐ ７ｄ ７ｆ ７ｇ ７ｈ ７ｉ



原子軌道 の エネルギ 準位原子軌道 の エネルギー準位

佐々木義典・服部豪夫・小松優・掛川一幸・
福田豊 海崎純男 北川進 伊藤翼編『詳説 無機化学』

岩舘泰彦著『基本化学シリーズ９

基礎無機化学』1997，朝倉書店，p.42．

福田豊・海崎純男・北川進・伊藤翼編『詳説 無機化学』

1996，講談社サイエンティフィク，p.15．



電子配置図電子配置図

福田豊・海崎純男・北川進・伊藤翼編『詳説 無機化学』1996，講談社サイエンティフィク，p.15．



原子 と イオン Ｎ原子 と イオン Ｎａ
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原子 と イオン Ｆ原子 と イオン Ｆ

3 3 33ｓ 3ｓ 3ｓ

2p
2ｓ

2p
2ｓ

2p
2ｓ

1ｓ 1ｓ 1ｓ1ｓ 1ｓ 1ｓ

Ｆ Ｆ- Ｎｅ



電子の粒子性と波動性電子の粒子性と波動性

ド・ブロイの物質波粒子

山口裕之・寺阪利孝著『基礎量子化学』1998，三共出版，p.5,9．



波動関数 と 量子数波動関数 と 量子数

Ｈψ＝Ｅψ シュレーディンガー方程式 Ｈ ： ハミルトン演算子 （ﾊﾐﾙﾄﾆｱﾝ）

ネ ギ 値Ｅ ： エネルギー値

ψｎ，ｌ，ｍ （ｒ，θ，φ） ＝ Ｒ ｎ，ｌ （ｒ）・χ ｌ，ｍ （θ，φ）

波動関数 動径部分 ・ 角部分

量子数 名称 取り得る値 取り得る値の数量子数 名称 取り得る値 取り得る値の数

ｎ 主量子数 ｎ ＝ １，２，３，・・・・

ｌ 方位量子数 ｌ ０ １ ２ １ 個ｌ 方位量子数 ｌ ＝ ０，１，２，・・・，ｎ－１ ｎ個

ｍ 磁気量子数 ｍ ＝ －ｌ，－ｌ＋１，・・・，０，１，２，・・・，ｌ－１，ｌ （２ｌ＋１）個



量子数 と 軌道の波動関数量子数 と 軌道の波動関数

佐々木義典・服部豪夫・小松優・掛川一幸・岩舘泰彦著『基本化学シリーズ９ 基礎無機化学』1997，朝倉書店，p.23,28．



軌道 と 量子数 の 関係軌道 と 量子数 の 関係

佐々木義典・服部豪夫・小松優・掛川一幸・岩舘泰彦著『基本化学シリーズ９ 基礎無機化学』1997，朝倉書店，p.27．



ｓ ｐ ｄ ｆ 軌道の動径分布曲線ｓ，ｐ，ｄ，ｆ 軌道の動径分布曲線

佐々木義典・服部豪夫・小松優・掛川一幸・岩舘泰彦著『基本化学シリーズ９ 基礎無機化学』1997，朝倉書店，p.29．



電子雲電子雲

山口裕之・寺阪利孝著『基礎量子化学』1998，三共出版，p.48．



化学結合 の 種類 １化学結合 の 種類 １

共有結合

イオン結合

金属結合

配位結合

水素結合

双極子相互作用

ファンデルワールス結合



化学結合 の 種類 ２化学結合 の 種類 ２

大城芳樹，平嶋恒亮著『図表で学ぶ化学』1999，化学同人，p.21．大城芳樹， 嶋恒亮著『図表 学 学』 ， 学同 ，p

数研出版編集部編著『視覚でとらえるフォト

サイエンス 化学図録』1998，数研出版，p.34．



化合物の化学式化合物の化学式
単原子 Ｈｅ，Ｎｅ，Ａｒ，Ｒｎ

単原子イオン Ｎａ＋，Ｃｌ－，Ｃａ２＋

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
分子 Ｎ２，Ｈ２Ｏ，ＨＦ，Ｃ６Ｈ６

多原子イオン ＨＣＯ３
－，ＮＯ３

－，ＮＨ４
＋

巨大分子 Ｃ（黒鉛 ダイヤモンド）巨大分子 Ｃ（黒鉛，ダイヤモンド）

ＳｉＯ２（石英）ＳｉＯ２（石英）

金属結晶 Ｆｅ，Ｃｕ，Ａｕ，Ｐｔ属結晶 ， ， ，

イオン結晶 ＮａＣｌ，ＣａＦ２，ＺｎＳ

錯体（錯イオン） Ｆｅ(Ｈ２Ｏ)６3+，Ｚｎ(ＮＨ３)４2+



価電子 と 電子式価電子 と 電子式

井口洋夫・木下實他著『化学Ⅱ』2004，実教出版，p.16．



電子対 と 不対電子電子対 と 不対電子

井口洋夫・木下實他著

『化学Ⅱ』2004，

実教出版，p.16．



原子価原子価

井口洋夫・木下實他著『化学Ⅱ』2004，実教出版，p.17．

･･ ･･ ･･ ・
Ｈ・ ：Ｃｌ・ ・Ｏ・ ・Ｎ・ ・Ｃ・

･･ ･･ ・ ・

・ 不対電子



共有結合共有結合

井口洋夫・木下實他著『化学Ⅱ』2004，実教出版，p.17．



共有結合 Ｈ Ｏ分子の形成共有結合 Ｈ２Ｏ分子の形成

井口洋夫・木下實他著『化学Ⅱ』2004，実教出版，p.17．



電子式 構造式 価標 多重結合電子式，構造式，価標，多重結合

井口洋夫 木下實他著『化学Ⅱ』2004 実教出版 p 17井口洋夫・木下實他著『化学Ⅱ』2004，実教出版，p.17．


